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津和野町告示第５号 

 平成 27年第２回津和野町議会臨時会を次のとおり招集する 

    平成 27年２月 12日 

                          津和野町長 下森 博之 

１ 期 日  平成 27年２月 17日 

２ 場 所  津和野町役場日原第２庁舎議場 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

後山 幸次君          川田  剛君 

米澤 宕文君          岡田 克也君 

草田 吉丸君          丁  泰仁君 

寺戸 昌子君          御手洗 剛君 

三浦 英治君          京村まゆみ君 



板垣 敬司君          沖田  守君 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

  

────────────────────────────── 

 

 

────────────────────────────────────── 

平成 27年 第２回（臨時）津 和 野 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                        平成 27年２月 17日（火曜日） 

────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                    平成 27年２月 17日  午前９時 00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 町長提出第２号議案 津和野町教育委員会委員の任命について 

 日程第４ 町長提出第３号議案 和解について 

 日程第５ 町長提出第４号議案 平成２５年災第２６２号木尾谷川河川災害復旧工

事他１件合冊工事請負変更契約の締結について 

 日程第６ 町長提出第５号議案 平成２５年災第３１６号戸谷線道路災害復旧工事

他５件合冊工事請負変更契約の締結について 

 日程第７ 町長提出第６号議案 平成２６年度津和野町地域食材供給施設改装工事

請負変更契約の締結について 

 日程第８ 町長提出第７号議案 町長等の給与の特例に関する条例の一部改正につ

いて 

 日程第９ 町長提出第８号議案 平成２６年度津和野町一般会計補正予算（第８号） 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 町長提出第２号議案 津和野町教育委員会委員の任命について 

 日程第４ 町長提出第３号議案 和解について 

 日程第５ 町長提出第４号議案 平成２５年災第２６２号木尾谷川河川災害復旧工

事他１件合冊工事請負変更契約の締結について 

 日程第６ 町長提出第５号議案 平成２５年災第３１６号戸谷線道路災害復旧工事

他５件合冊工事請負変更契約の締結について 



 日程第７ 町長提出第６号議案 平成２６年度津和野町地域食材供給施設改装工事

請負変更契約の締結について 

 日程第８ 町長提出第７号議案 町長等の給与の特例に関する条例の一部改正につ

いて 

 日程第９ 町長提出第８号議案 平成２６年度津和野町一般会計補正予算（第８号） 

────────────────────────────── 

出席議員（12名） 

１番 後山 幸次君       ２番 川田  剛君 

３番 米澤 宕文君       ４番 岡田 克也君 

５番 草田 吉丸君       ６番 丁  泰仁君 

７番 寺戸 昌子君       ８番 御手洗 剛君 

９番 三浦 英治君       10番 京村まゆみ君 

11番 板垣 敬司君       12番 沖田  守君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

      局長 和田 京三君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 下森 博之君  副町長 ………………… 島田 賢司君 

教育長 ………………… 本田 史子君  参事 …………………… 大庭 郁夫君 

総務財政課長 ………… 福田 浩文君                     

つわの暮らし推進課長 …………………………………………………… 内藤 雅義君 

農林課長 ……………… 久保 睦夫君  環境生活課長 ………… 竹内  誠君 

健康福祉課長 ………… 齋藤  等君  医療対策課長 ………… 下森  定君 

建設課長 ……………… 田村津与志君  教育次長 ……………… 世良 清美君 

会計管理者 …………… 山本 典伸君                     

────────────────────────────── 

午前９時 00分開会 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。春とは名ばかり、まだまだ寒い日が続

いておりますが、きょうは何とか穏やかな一日のようであります。 

 本日は、平成２７年第２回津和野町臨時会を招集されましたところ、議員各位におか

れましては、おそろいでお出かけをいただき、まことにありがとうございます。 



 ただいまの出席議員数は１２名全員であります。定足数に達しておりますので、平成

２７年第２回臨時会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は会議規則第１２６条の規定により、６番、丁泰仁君、７番、寺戸昌

子君を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（沖田  守君）  日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。本臨時会の会期は、本日１日限りといたしたいと思います。これ

に御異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。よって、会期は本日１日限りと決定

いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．議案第２号 

○議長（沖田  守君）  日程第３、議案第２号津和野町教育委員会委員の任命につい

てを議題といたします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  皆様、おはようございます。本日は、臨時議会の招集をお願

いいたしましたところ、おそろいで御出席を賜りまして、ありがとうございました。 

 今臨時議会に提案をいたします案件は、人事案件１件、和解案件１件、契約案件３件、

条例案件１件、補正予算案件１件の合計７案件でございます。いずれも重要な案件でご

ざいますので、慎重審議を賜り、それぞれ可決賜りますようよろしくお願いを申し上げ

ます。 

 議案第２号津和野町教育委員会委員の任命についてでございますが、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により議会の同意を求めるものでござ

います。 

 教育委員としてお願いいたしたいのは、住所、島根県鹿足郡津和野町森村イ５５１番

地８、氏名、世良清美、生年月日、昭和３４年２月１２日、現在５６歳でございます。 

 どうかよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。ありませんか。──ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  ありませんので、これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、本案件に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、本案件に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これより議案第２号を採決します。この採決は無記名投票をもって行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

〔議場閉鎖〕 

○議長（沖田  守君）  ただいまの議員数は、議長を除く１１名であります。 

 次に、立会人を指名します。会議規則第３２条第２項の規定によって、立会人、８番、

御手洗剛君、７番、寺戸昌子君を指名いたします。 

 投票用紙を配ります。 

〔投票用紙配付〕 

○議長（沖田  守君）  念のために申し上げます。本案の賛成の方は「賛成」、反対

の方は「反対」と記載の上、投票願います。なお、投票における表決において賛否を

表明しない投票及び賛否が明らかでない投票は、会議規則第８４条の規定により反対

とみなすことになっております。 

 投票用紙の漏れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  投票箱を点検いたします。 

〔投票箱点検〕 

○議長（沖田  守君）  異状なしと認めます。 

 ただいまから投票を行います。１番議員から順番に投票願います。 

〔議員投票〕 

○議長（沖田  守君）  投票漏れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  投票漏れなしと認めます。 

 開票を行います。８番、御手洗剛君、７番、寺戸昌子君の立ち会いをお願いします。 

〔開票〕 

○議長（沖田  守君）  投票の結果を報告します。 

 投票総数１１票であります。これは、先ほどの出席議員数と符合しております。その

うち賛成７票、反対４票であります。反対票の中に白票１票であります。 



 以上のとおり、賛成多数であります。よって、この選任は同意することに決定いたし

ました。 

 議場の閉鎖を解きます。 

〔議場開鎖〕 

────────────・────・──────────── 

日程第４．議案第３号 

○議長（沖田  守君）  日程第４、議案第３号和解についてを議題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第３号でございますが、和解について議会の

議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（齋藤  等君）  議案第３号を御説明いたします。 

 この案件は感染症外来建設事業損害賠償請求控訴事件につきまして、広島高等裁判所

松江支部からの和解提示に応ずるものでございます。 

 内容についてでございますが、和解の相手方につきましては、第一審の原告でありま

す。 

 次に、和解条項であります。１、一審被告は、一審原告に対し、本件損害賠償金とし

て金２２０万円の支払い義務があることを認める。２、一審被告は、一審原告に対し、

平成２７年３月１６日限り、一審原告の指定する口座に振り込んで支払う方法により支

払う。３、一審原告は、その余の請求を放棄する。４、一審原告と一審被告は、一審原

告と一審被告との間には、本件につき、本書面に定めるもののほかに何らの債権債務も

存在しないことを相互に確認する。５、訴訟費用は、一審、二審を通じて、各自の負担

とする、であります。 

 めくっていただきまして、２ページのほうに事業の概要並びにこれまでの裁判経過等

参考資料として添付しております。 

 説明につきましては、以上です。 

○議長（沖田  守君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。ありませんか。６番、丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  この資料によりますと、第一審におきましては、もと

もとこの件は、私、この議場に登るまで──町民でありましたけど──、どうしてそ

ういう裁判沙汰になったのかと、そういうことで非常に町民としましては何とか和解

をしまして、その相手方も町民でありますので、穏やかに済ましたほうがいいんじゃ

ないかというような話がありました。仕方なく、それは原告は、相手方が、見ますと



訴訟提起ということですので、それは応訴しなけりゃいけないだろうと、そういうこ

とで町のほうも裁判に踏み切ったと思います。 

 それで、第一審におきましては、結論的に、これは判決内容が、同じ和解金額でも１

５６万円そのほかとこう書いております。それから、このたびの第二審の結論におきま

しては２２０万円と、そうしますと同じ和解で、いろいろな理由があったと思います。

第一審におきまして和解をしてれば１５６万と、そのほかもろもろが書いておりますが、

済んでると思うんですけど、このたびの掲載２２０万ということになりますと７０万ち

ょっとですか、そのほかもろもろ、ここに記載されている金額だけでそういうことだと。

それから、裁判費用は一審におきまして終わっていれば、二審に恐らくかかっている費

用がまたあると思うんで、同じ和解なら一審で済ませれば、その分だけ税金の使用が安

くついたんではないかと、単純にそういうふうに思うわけです。 

 で、ここら辺のところを、どうして一審で和解できずに、二審においてこういうふう

にしたのかと、ここら辺は恐らく相手方も、それから町のほうもいろいろ言い分があっ

たんだと思います。で、納得いく限り裁判してみようとそういうことだったんだと思い

ますけども、結論が出ていますので、一応そこら辺をわかりやすく、ちょっと説明して

いただければ幸いだと思います。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（齋藤  等君）  御質問の件でございますが、一審で１５６万並びに

２３年４月１５日からの年５分という割合の、これは判決でありまして、和解ではあ

りません。今回の案件につきましては裁判所からの和解提案でございまして、この差

はちょっと説明はできないんですけども、同じ和解であれば差を比較できるんですが、

一審のほうは判決、二審のほうは和解ということでございます。 

 これまでも、一審のときの控訴理由として説明してきておりましたが、町として判決

の内容の金額の大小でなく、議員並びに町民の方に説明ができる内容の判決であれば受

けるということでありましたが、一審の内容がちょっとわかりにくい内容でありました

ので、その辺で控訴したという形でありまして、今回は和解という形の対応をとったわ

けでございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありませんか。２番、川田剛君。 

○議員（２番 川田  剛君）  関連ですが、その一審の控訴した理由っていうものが

あったと思うんですけれども、今、同僚議員の質問にありましたように、その金額が

上がったということで和解が成ると。もろもろ個人のかかわる問題ですから出せない

こともあるがとは思いますけれども、しかしながら、我々もこの議決に際して、一審

では１５６万円の判決があって、２２０万円で和解をするといった場合に、どのよう

な形で町民に説明をすればいいのかというのがあるんです。一審の控訴した理由って

いうのが、この二審で解決できたのか。 



 それと、これまで長い年月費やしてきたわけなんですけれども、今、同僚議員の質問

にありましたように、どれぐらいのいわゆる職員を使用し、どれぐらいの費用がかかっ

てきたのかっていうことも町として負っていると思います。それを今回の和解に当たっ

て２２０万円の支払い、それとこれまで職員がどれだけ時間を費やしてきたか、中でも

この支払いの財源は何で対応するのか、そして町として責任はどのようにとるのかとい

うのをお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（齋藤  等君）  一番最初の質問でございますけども、先ほども御説

明しましたけども、一審の場合は、議員なり町民の方に説明できない内容であったと

いうことで控訴したわけでございますが、その折には、本来、町として今まで言って

きておりました証拠書類的なものであれば認めざるを得ないということでありまし

たが、一審の判決の中では、２４８条、説明はできないけども損害として認められた

部分がありました。そういったことで町とすれば受けるわけにはいかなかったと。 

 今回、和解ですけども、ある程度、原告と被告との間に立った裁判所の和解提案でご

ざいますので、町とすれば、この金額というようなはっきりしたことは言えませんけど

も、これまで町として根拠が明らかでないものが、これまで第二審の中の口頭弁論等の

中である程度裁判所の示される内容的なもの、それがこのたびの和解案では、損害が発

生した部分の、ある程度証拠により明らかにされているではないかというような内容の

中で和解に至ったわけでございます。 

 その内容としましては、裁判所が、これまでは町とすれば、一審でも逸失利益的なも

のは、金額的なものは一審では示されてなかったわけですけども、二審の広島高裁のほ

うでは、町として工事の変更契約をやっております、その際に土地の位置が変わったと、

施行場所が変わったということで、これにつきましては、契約としては別物であるとい

うような判断を下されております。この辺につきましては認めざるを得ないかなという

ような形でございます。 

 そのほか、ある程度これまでの物的証拠であります雇用契約であるとか印紙、それか

ら図面等の実際に物的証拠的なものを、ある程度金額として計上されたのではないかと

いうような中で、和解に応じるという判断をとっております。 

 二審につきまして、これまで松江の裁判所のほうでやっておりますので職員の出張旅

費とかありますけども、この経費につきましては約３万９,０００円程度の出費をして

おります。 

 それから、一審につきまして、弁護士さん等々の旅費並びに裁判にかかわる印紙代と

か郵券料等含めますと１７万程度かかっております。一審につきましては、益田の裁判

所のほうでありましたので職員の出張旅費等はかかっておりません。 

 ということで、一審二審を通しての職員の経費とすれば、１１万４,０００円程度の

職員経費を費やしております。財源につきましては一般財源です。 



○議長（沖田  守君）  いいですか。もう一回質問して。２番、川田君。 

○議員（２番 川田  剛君）  これで和解をするということに当たって、いわゆる津

和野町として過失といいますか、原告に対して和解で２２０万円を支払うと、一般財

源から支払うということに対して、津和野町としての責任はどう感じているのかとい

う質問が、まだ返ってきておりません。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  今回こうして裁判をやりまして、そして一般財源を使うとい

うことで、本来なら必要でない税金を使わなければならないということでございまし

て、これは本当に町民の皆さんに対して大変に申しわけないことだというふうに責任

を感じているところでございます。 

 伴いまして、きょう、後ほどの議案で上程をさせていただいておりますけれども、我々

の責任といたしまして、私町長の給与を、現在、通常のカット分ということで１０％カ

ットさせていただいとるところでありまして、そこに１５％上乗せをさせていただいて、

本日２５％の給与カットの御提案でお願いをさせていただいているという形でござい

ます。これは１カ月の予定でございます。 

 それから、当時の担当職員でございますけれども、担当課長等は退職をしておらない

という状況でございます。担当職員については、また今後、懲罰委員会等開催をして、

具体的なそうした責任ということをあらわす形のものを決定をしていきたいと。現在そ

こまで至っておりませんので、本日は私の給与カットということを提案をさせていただ

いているというところでございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありませんか。１番、後山君。 

○議員（１番 後山 幸次君）  大変、この件につきましても長い年月がかかってきた

わけでありますが、平成２２年３月２６日にこれが契約されまして、ようやく２３年

度の３月２５日に完成したということであるわけでございますが、この間いろいろな

問題点が起きて、こういった裁判沙汰に発展したわけでありますが。建設場所が二転

三転したその経緯、また計画段階での協議不足、当然、当初設計の対応の甘さがこう

いったことを招いたと私は思っておりますが、入札後、工事が着工できなかった状況

にあったのは間違いないわけであります。町は業者に対して建設用地の確保が決定し

ていない現実での説明不足、また工事の中止の手続等をされるべきではなかったのか

というふうに、信義誠実の原則に反してはいなかったのか、大いに反省点があるとい

うふうなこの件でありますが。 

 町のほうは材料費等の積極損害以外の部分補償費、これは工事請負契約の約款第４８

条で請負業者に責任がある場合に発注者が責任がある場合と同様、違約金は請負金額の

１０％ということになっておりまして、この工事が１,６２２万３,０００円の契約であ

ったので、１０％ということで１６０万２,０００円が払われることになったわけであ

りますが、材料費等の積極損害はさらに出てくると思いますが、積極損害以外の逸失利



益ですか、業者にすれば当然利益が得られたというふうな解釈をされておるわけですが、

一審で裁判所が１５６万円の支払いを下されております。そのときに、町のほうは明細

の不明瞭なところがあるということで不服として控訴をされたわけで、今回は和解案が

提出されたわけでありますが、いよいよこれが最後になろうと思っておりますが、先ほ

ども同僚議員が質問しておりましたが、裁判費用の町の側としては４分の１が、たしか

裁判の訴訟費用が要ると思われますが、裁判費用は実際にどのぐらいになっておるのか。

弁護士料、職員の費用は先ほど同僚議員に申されたので質問はいたしませんが、総合金

額は一体、町のほうで何ぼ経費が要るのか。 

 そしてもう一点、大変、私わからないのでお尋ねをするんですが、材料費等の積極損

害以外の補償費が１５６万というわけでありますが、そうしますと、この２２０万から

引いた６４万円は何に該当するんである、利子分であるのか、損失補償か、損害賠償か。

逸失利益というのは、この和解金の中にはないと思うんですが、何に該当するのか、こ

の点がわかりませんので、その御説明をいただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（齋藤  等君）  一審二審通しての経費でございますが、今回の和解

ということになれば、先ほども和解条項の中に入っておりますけれども、損害賠償金

２２０万、それからこれまで一審二審での職員並びに弁護士さんの経費等が３２万３,

０００円程度です。それから、裁判が終われば弁護士の報酬、支払われますので２１

万５,０００円ぐらいです。合計とすれば、裁判全てにかかった費用とすれば３２１

万１,０００円程度になると思われます。 

 それから、先ほど２２０万の内訳的な御質問でありましたが、逸失利益的なものは含

まれてないというお話でしたが、基本的には、高裁のほうで示されておるものは、先ほ

ども言いましたが場所が変わった、工期が変わったということで、これにつきましては

別契約と。もし別契約であれば、本来、業者さんがそれを請け負っていた場合に１０％

程度の、これまでの実績等を踏まえると、利益があったんではないかと、そういったこ

とを考えると工事金の１０％ということで１６０万程度の損害はということで裁判所

のほうの説明をいただいております。 

 そのほかにつきましては、先ほども言いましたように印紙であるとか、これまでの契

約書等々の実際的な証拠書類に基づいた金額等が残りの６０万程度で算定されている

んではないかと津和野町として考えるところでございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ありませんので、これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、本案件に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、本案件に賛成者の発言を許します。ありませんか。 



〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これより議案第３号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方の起

立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第３号和解について

は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第４号 

○議長（沖田  守君）  日程第５、議案第４号平成２５年災第２６２号木尾谷川河川

災害復旧工事他１件合冊工事請負変更契約の締結についてを議題といたします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第４号でございますが、平成２５年災第２６

２号木尾谷川河川災害復旧工事他１件合冊工事請負変更契約の締結について、議会の

議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（田村津与志君）  それでは、議案第４号について御説明をさせていただき

ます。 

 ５,０００万円以上の工事でございますので、地方自治法第９６条第１項第５号の規

定により、議案として提出しております。 

 契約の目的でございますが、平成２５年災第２６２号木尾谷川河川災害復旧工事他１

件合冊工事、契約の方法、随意契約、契約の金額５,２７４万３,９６０円、変更前の金

額６,００６万２,９４０円、変更額７３１万８,９８０円の減額でございます。契約の

相手方としては、津和野町青原１５２番地、有限会社平野建設でございます。 

 １枚はぐっていただきまして、変更契約書をつけてございます。そして、その次のペ

ージに参考資料ということでつけておりますが、当初の契約については、昨年３月の２

６日の最終日、追加議案として承認をいただいております。議案番号としては６０号に

なりますが、その内容が当初の概要でございます。 

 今回、具体的に変更する理由でございますが、残土処理場の場所が変わったというふ

うなことでございまして、当初、日浦の耕田内美線のところの残土処理場を候補として

挙げておりました。それが、場所的に徳次のほうで残土処理場の確保ができたというこ

とで、運搬距離が３５キロから４キロまでに減ったということが大きいものでございま

す。ざっと、これで７２０万ぐらい減額になりました。それと、そのほかの雑工事で１

００万円の増額、それと消費税の関係で５％から８％に変更になりまして、これが約１



００万円の増額ということで、最終的には残土運搬の距離の減少による金額の残部分が、

今回の変更の金額になったというものでございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ありませんので、これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、本案件に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、本案件に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようですので、討論を終結します。 

 これより議案第４号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方の起

立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第４号平成２５年災

第２６２号木尾谷川河川災害復旧工事他１件合冊工事請負変更契約の締結について

は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．議案第５号 

○議長（沖田  守君）  日程第６、議案第５号平成２５年災第３１６号戸谷線道路災

害復旧工事他５件合冊工事請負変更契約の締結についてを議題といたします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第５号平成２５年災第３１６号戸谷線道路災

害復旧工事他５件合冊工事請負変更契約の締結について議会の議決を求めるもので

ございます。 

 詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（田村津与志君）  それでは、議案第５号を御説明をいたします。 

 契約の目的でございますが、平成２５年災第３１６号戸谷線道路災害復旧工事他５件

合冊工事、契約の方法、随意契約、契約の金額７,２１８万７,２００円、契約前の金額

６,７４５万９５０円、変更額４７３万６,２５０円、契約の相手方、津和野町瀧元５８

番地１、株式会社日成建設でございます。 

 次のページのところへ仮契約をつけております。それから、次のページのところに当

初の契約の概要と今回の契約の概要をつけております。 



 この戸谷線の関係の承認は、先ほどの議案第４号と同じように昨年の３月２６日、議

案第６２号として御承認をいただいたものでございます。査定の件数としては６件ござ

いまして、それを一つの合冊工事として発注をしておるものでございます。 

 変更理由でございますが、推定岩盤線の変更に伴うブロック積み工の増というふうな

ことでございます。裏に地図がつけておりますが、場所的には３カ所ございまして、こ

こでブロックの面積及びブロックの基礎工事の延長が変わったというものでございま

す。それから、消費税の５％から８％へ変更になったということで増になっております。

減の理由としては、残土処理場の変更に伴う残土運搬距離の減ということで、先ほどと

同じように耕田内美線の残土処理場を当面予定をしておりましたが、田二穂虹ケ谷の蕪

坂線のところを残土処理に使ったということになります。当初、工事現場から４９.５

キロのものが６.５キロになったということでございます。 

 金額的なところでございますが、ブロック積み工、基礎工の関係で３６０万円ばかり

の増額、消費税の関係で２１１万円ばかりの増額、合わせて６５６万円程度の増額でご

ざいます。減額の要素としては、残土運搬の距離が減少したというふうなことでござい

まして、１８２万円ばかりの減額というふうなことで、合わせて４７３万６,２５０円

の減額になったというものでございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。ありませんか。──ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ありませんので、これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、本案件に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、本案件に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これより議案第５号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方の起

立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第５号平成２５年災

第３１６号戸谷線道路災害復旧工事他５件合冊工事請負変更契約の締結については

原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．議案第６号 

○議長（沖田  守君）  日程第７、議案第６号平成２６年度津和野町地域食材供給施

設改装工事請負変更契約の締結についてを議題といたします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 



○町長（下森 博之君）  それでは、議案第６号でございますが、平成２６年度津和野

町地域食材供給施設改装工事請負変更契約の締結について議会の議決を求めるもの

でございます。 

 詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（久保 睦夫君）  それでは、議案第６号につきまして説明をさせていただ

きます。 

 １、契約の目的、平成２６年度津和野町地域食材供給施設改装工事、２、契約の方法、

随意契約、３、契約の金額１億２,５１２万５,５６０円、変更前の金額１億２,２０４

万円、変更額３０８万５,５６０円、４、契約の相手方、津和野町日原２６２番地、堀

建設株式会社でございます。 

 めくっていただきまして、資料１に仮契約書の写しをつけております。 

 それから、資料２のほうに工事箇所の図面をつけておりますが、ここの中で特産品展

示販売施設というのが矢印がしておりますが、これは後ほど図面において説明をさせて

いただきます。それから、地域食材供給施設の改装につきましては、事務所部分の天井

の設計のほうの変更ということであります。 

 それでは、１枚めくっていただきまして資料３のほうに、特産品展示販売施設のほう

にリーチインショーケースを新設するというものを変更設計のほうで組み込んでおり

ます。この冷凍の陳列ケースにつきましては、当初設計で組み入れておきたかったわけ

ではございますが、予算のほうがやりくりができないということで、当初設計からは外

しておりました。それで、入札減等がありまして、これの導入ができるということで、

これを導入する形での変更契約という形をとらせていただいております。このリーチイ

ンショーケースの大きさは幅が２メートル１０センチ、奥行きが８５センチ、高さが２

メートル１４センチあるものでございます。これは外形の大きさであります。 

 それから、資料４のほうでございますが、これは地域食材供給施設の入り口に事務所

を配置した設計となっておりますが、これが約１７平米ございますが、１７平米の事務

所の上部は吹き抜けで設計をしておりました。しかし、このような寒い時期、それから

暑い時期につきましては冷暖房の経費がかかり過ぎるということで、天井部分を取りつ

けることはできないかということで、この図面にありますように、冷凍庫より１メート

ル２０センチ高い位置に天井をつけて、冷暖房が効率よくできるようにするということ

であります。 

 あとの変更の理由につきましては、アユを生かすための井戸水を高津川清流館のほう

に引き込むという工事を一部入れておりまして、これは水栓等の設置であります。それ

から、カメラがここの地域食材供給施設のほうに設置されとるわけですが、そのカメラ



の移設、それからセキュリティー機器の設置の移設等々含めまして、トータルで３０８

万５,５６０円の変更額ということになっております。 

 説明は以上です。 

○議長（沖田  守君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。ありませんか。１番、後山君。 

○議員（１番 後山 幸次君）  一、二点お伺いしたいと思いますが、課長さんの説明

では、ショーケース買われたようでございますが、それと今度の増額については事務

所の天井が設計してなかったということであります。それとポンプのくみ取りをする

ということでありますが、こんぐらいのことは初めからわかっとったと思うんです。

設計段階で、水が要るとか、そのショーケースが──今、入札減でどうのこうの申さ

れましたが、もしかこれが当初の落札金額が多かったら、このショーケースは買われ

ないというふうなことになったんじゃないかちゅうような懸念もあるんですが、天井

や何かは、津和野地区が寒冷地区ちゅうのは当然わかっとるわけなんです。それで、

当初の設計段階でそういうことがわからずにその見積もりをされたちゅうのが、どう

も私は納得ができんのですが、当初設計が余りにも建築に対して雑じゃないかという

ふうに思われます。 

 全て建築工事については、町の町家ステイにしましても、青原団地のストック改善工

事にしましても、当初設計で見なければならないものを、それを落として、後から設計

変更で増額にされておるようでありますが、これはひとつ執行部も、当然今後のことが

ありますんで、このことのないように。余りこういうことが続くと看過できない、この

ように私は思っておりますが。当初設計で、なぜこれが、事務所の天井ぐらいの負担は

大した平米数じゃないんですが、それを見落として、今回、寒いけえ、暑いけえ、暖房

施設、冷房施設のためにやるというふうな考え方自体が私はおかしいと思うんですが、

その点、設計士さんはどういうふうな考えをされておるんか、課長さん、聞かれており

ましたらお聞かせいただきたい。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（久保 睦夫君）  私どもがちゃんと見ていなかったというのは、確かにそ

のとおりでありまして、ただ今回、食品を扱う施設でございますので、それまでの加

工の流れにつきましては衛生上の配慮をしなきゃいけないということで、そちらを注

視しておりまして、事務所部分が吹き抜けであっても余り影響がないだろうと、こち

らのほうで勝手に判断しておりまして。ただ、実際に寒いときにあそこで会議をした

ときに、これじゃいかんなと、やっぱり吹き抜けはちょっと困りますねということで

設計の方にお願いしたところでありまして、その辺は事前にもう少し注視すべきだっ

たと思っております。 

 それから、リーチインショーケース、冷凍陳列棚のほうなんですが、先ほど言いまし

たように、食品加工をできるところを重視しておりまして、販売のほうはまた後で考え



ればというふうにも思っておったんですが、やはり食品のほう、加工品をつくれば、当

然販売する棚も必要ということはわかってはおりましたが、設計上の金額のほうの、当

初設計ではどうしても組み入れることができなかったということでありまして、今回こ

のような変更で組み入れることができて、逆にこちらとしてはよかったかなと思ってお

るわけですが、議員さんおっしゃられるとおりに、最初から組み込むべきではなかった

かということにつきましては、その辺も、もう少し今後は気をつけて設計のほうを見て

いきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ありませんので、これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、本案件に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、本案件に賛成者の発言を許します。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようですので、討論を終結します。 

 これより議案第６号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方の起

立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第６号平成２６年度

津和野町地域食材供給施設改装工事請負変更契約の締結については原案のとおり可

決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第７号 

○議長（沖田  守君）  日程第８、議案第７号町長等の給与の特例に関する条例の一

部改正についてを議題といたします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第７号でございますが、町長等の給与の特例

に関する条例の一部改正について議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（福田 浩文君）  それでは、議案第７号を御説明いたします。 

 今回の一部改正につきましては、町長の給料月額を、現行は４月から３月まで１０％

減額をしておりますけれども、３月分の給料月額を２５％減額するものでございます。 

 それでは、新旧対照表で御説明いたしますので、１枚めくっていただきまして、新旧

対照表のほうをごらんください。右側が改正後でございます。本条に続きまして、ただ



し書きといたしまして、「ただし、町長の平成２７年３月給料月額については、条例別

表に規定する額から当該額に１００分の２５を乗じて得た額を減じた額とする」という

ものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は平成２７年３月１日から施行するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。ありませんか。２番、川田剛君。 

○議員（２番 川田  剛君）  この案件に限ったことではないんですが、先ほどの議

案の中での御説明で懲罰委員会を開く予定であるというような、いわゆる津和野町の

懲罰に関することに関して、今回、町長はみずから１５％カットということなんです

けども、この１カ月という部分が今回示されたわけなんですが、この町長の給与カッ

トという部分においては、何か根拠となるようなものがあってのことなのか、それと

も根拠はないのか、お願いいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  明確な基準のようなものはございませんけれども、残念なが

ら昨年にも介護保険の関係の事務の手続のミスがございまして、そのときにも今回と

同じように、本来なら使う必要のない一般財源、税金を使わざるを得なかったという

ことでありまして、またこれも非常に町民の皆様に御迷惑をかけたということで、そ

の責任をあらわすということから、当時は通常のカットを１５％しておりましたので、

それにプラスして１０％のプラスで２５％、１カ月という形で給与カット提案をさせ

ていただいたというところであります。そうしたところも一つの判断材料にしながら、

今回は１５％を上乗せ、同じく１カ月というような形の私からの判断をさせていただ

いたというところでございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ありませんので、これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、本案件に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、本案件に賛成者の発言を許します。４番、岡田克也君。 

○議員（４番 岡田 克也君）  このたびの条例の一部改正につきましては、当時の町

執行部の対応が不十分であったということと、そして町民の税金をこのたび使うとい

うことで、町長がみずから責任を認め、給与減額を申し出されたことを評価いたし、

賛成といたします。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  本案件に反対者の討論を許しますが、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  次に、本案件に賛成者の討論はありませんか。１番、後山幸

次君。 

○議員（１番 後山 幸次君）  本案件に賛成の立場で討論をいたしますが、本付議事

件につきましては、本来ならば、当時の担当職員、担当課長も、当然何らかの形で処

分があるべきというふうに私は思っておりますが、当時の課長ももう退職されまして、

現在の課長さんは３代目でありますんで、これは何ら対象の処罰にするわけにはいか

ないわけでありますが、行政執行の最高責任者は町長であります。職員に対しての管

理責任は決して免れることはできないわけでありますが、このような案件を提起され

たことは、町長も大変苦渋の選択であったというふうに私は理解しております。町長

の真意を酌み取りまして、本案件に対しては賛成をいたします。 

○議長（沖田  守君）  本案件に反対者の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、賛成者の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これより議案第７号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方の起

立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第７号町長等の給与

の特例に関する条例の一部改正については原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．議案第８号 

○議長（沖田  守君）  日程第９、議案第８号平成２６年度津和野町一般会計補正予

算（第８号）について議題といたします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第８号平成２６年度津和野町一般会計補正予

算（第８号）についてでございますが、歳入歳出それぞれ２００万円を追加し、予算

総額を歳入歳出それぞれ１０２億４,５８１万８,０００円とするものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から説明を申し上げます。よろしくお願いいたします。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（福田 浩文君）  それでは、第８号議案を御説明いたします。 

 なお、今回の補正につきましては、先ほど議決をいただきました感染症外来建設事業

損害賠償請求控訴事件の和解に係るものでございます。 

 それでは、歳出のほうから御説明いたしますので、１０ページをお開きください。衛

生費の保健衛生総務費でございます。委託料といたしまして、控訴裁判にかかる弁護士



委託料２１万６,０００円を計上をしております。それから補償補填及び賠償金といた

しまして、和解に伴います損害賠償金２２０万円を計上しております。 

 １枚めくっていただきまして、予備費といたしまして４１万６,０００円を減額をし

ております。 

 それでは、歳入のほうを御説明をいたしますので、８ページへお戻りください。地方

交付税でございます。普通交付税２００万円を増額をしております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ありませんので、これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、本案件に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、本案件に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これより議案第８号を採決いたします。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第８号平成２６年度

津和野町一般会計補正予算（第８号）は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  以上で、本日の日程は全て終了いたしました。会議を閉じま

す。 

 平成２７年第２回津和野町議会臨時会を閉会いたします。 

午前 10時 04分閉会 

────────────────────────────── 
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